
C
G
一
二
五�

ブ
ラ
ジ
ル
の
二
輪
市
場
を
切
り
拓
く�

�

想
像
を
絶
し
た

発
展
途
上
国
の
二
輪
車
事
情

発
展
途
上
国
向
け
の
二
輪
車
輸
出
は
、
一
九
七
〇

年
代
に
入
る
と
、
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
と
も

に
急
拡
大
し
て
い
っ
た
。
人
々
の
ニ
ー
ズ
は
、
多
人

数
乗
り
、
過
積
載
に
対
応
で
き
る
、
実
用
に
徹
し
た

二
輪
車
に
あ
っ
た
。

こ
の
東
南
ア
ジ
ア
市
場
を
中
心
に
、
ホ
ン
ダ
は
四

サ
イ
ク
ル
・
Ｏ
Ｈ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
の
Ｃ
Ｓ
九
〇
を
一
九

六
八
年
一
月
に
、
Ｃ
Ｂ
一
〇
〇
を
一
九
六
九
年
九
月

に
投
入
。
対
す
る
他
メ
ー
カ
ー
は
一
〇
〇
�
の
二
サ

イ
ク
ル
車
を
投
入
し
て
い
た
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
行

き
届
か
な
い
東
南
ア
ジ
ア
特
有
の
状
況
か
ら
、
ホ
ン

ダ
車
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。こ
れ
を
打
破
す
べ
く
、

新
た
に
Ｏ
Ｈ
Ｖ
エ
ン
ジ
ン
を
開
発
。
一
九
七
三
年
三

月
に
は
Ｓ
一
一
〇
と
し
て
投
入
し
た
も
の
の
、
一
向

に
好
転
の
兆
し
は
見
え
な
か
っ
た
。

一
九
七
四
年
五
月
、
現
地
で
徹
底
し
た
市
場
調
査

を
行
う
た
め
に
、
発
展
途
上
国
向
け
の
二
輪
車
開
発

担
当
と
な
っ
た
稲
垣
剛
史
と
デ
ザ
イ
ン
担
当
の
宮
智

英
之
助
は
、
羽
田
を
飛
び
立
っ
た
。
一
カ
月
に
わ
た

り
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ラ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
主
要
都
市
で
目

に
し
た
現
地
の
人
々
の
オ
ー
ト
バ
イ
の
乗
り
方
は
、

彼
ら
の
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

�
タ
ン
ク
の
上
に
子
供
を
、
後
ろ
に
は
妻
を
と
い

う
よ
う
に
、
三
〜
四
人
乗
り
は
ざ
ら
。
中
に
は
野
菜

や
ニ
ワ
ト
リ
、
豚
ま
で
積
ん
で
い
る
。
満
載
の
荷
物

を
積
ん
だ
リ
ヤ
カ
ー
を
け
ん
引
し
て
い
る
オ
ー
ト
バ

イ
も
走
っ
て
い
ま
し
た
�（
稲
垣
）。

販
売
店
の
状
態
も
日
本
と
は
全
く
異
っ
て
い
た
。

当
時
の
販
売
店
は
、
故
障
車
の
分
解
・
修
理
の
方
が

主
業
務
で
あ
っ
た
。お
客
さ
ま
は
バ
イ
ク
が
壊
れ
て
、

初
め
て
修
理
に
持
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
、
定
期

的
に
点
検
を
行
う
と
い
う
よ
う
な
考
え
は
、
当
時
の

販
売
店
に
も
お
客
さ
ま
に
も
な
か
っ
た
。

�
オ
イ
ル
は
、
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
て
も
使
っ
て
い

る
し
、ろ
紙
製
の
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
エ
レ
メ
ン
ト
は
、

ほ
こ
り
と
ス
コ
ー
ル
で
土
壁
の
よ
う
に
固
ま
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ド
ラ
イ
ブ
チ
ェ
ー
ン
は
調
整

し
ろ代

い
っ
ぱ
い
に
伸
び
切
っ
て
し
ま
い
、
チ
ェ
ー
ン
ケ

ー
ス
に
当
た
っ
て
擦
り
切
れ
て
い
た
り
、な
ど
な
ど
。

日
本
で
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
事
象
に
出
く
わ
す
こ

と
の
連
続
で
し
た
�（
稲
垣
）。

四
サ
イ
ク
ル
Ｏ
Ｈ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
車
は
、
機
構
の
複

か
こ
く

雑
さ
ゆ
え
に
、発
展
途
上
国
で
の
苛
酷
な
乗
り
方
と
、

当
時
の
販
売
店
の
サ
ー
ビ
ス
力
で
は
、
長
所
を
生
か

せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
夜
で
描
き
上
げ
た

エ
ン
ジ
ン
の
構
想
図

彼
ら
が
市
場
調
査
の
結
果
、
得
た
結
論
は
、
ま
ず

は
実
用
的
で
耐
久
性
が
あ
る
二
輪
車
、
と
り
わ
け
、

四
サ
イ
ク
ル
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
の
エ
ン
ジ
ン

を
開
発
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

調
査
終
了
後
す
ぐ
に
、
稲
垣
ら
は
研
究
所
の
役
員

室
で
調
査
内
容
を
報
告
し
た
。
報
告
を
受
け
た
久
米

是
志
（
当
時
、
技
術
研
究
所
常
務
）
は
、

�
三
角
定
規
と
コ
ン
パ
ス
、
方
眼
紙
を
用
意
し
て

く
れ
�

ＣＧ１２５
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と
稲
垣
に
言
っ
た
。
事
情
を
の
み
込
め
な
い
ま
ま

に
、
言
わ
れ
た
通
り
の
も
の
を
久
米
に
渡
し
て
、
稲

垣
は
帰
途
に
つ
い
た
も
の
の
、落
ち
着
か
な
か
っ
た
。

�
久
し
ぶ
り
の
家
庭
料
理
を
口
に
し
た
時
に
、
あ

っ
と
思
い
当
た
っ
た
ん
で
す
よ
。
久
米
さ
ん
は
新
エ

ン
ジ
ン
の
構
想
を
描
か
れ
る
つ
も
り
な
ん
だ
と
�。

こ
の
夜
、
稲
垣
は
、
調
査
か
ら
の
帰
り
の
機
中
で

考
え
て
い
た
、
軽
量
シ
ョ
ー
ト
プ
ッ
シ
ュ
ロ
ッ
ド
の

Ｏ
Ｈ
Ｖ
直
立
単
気
筒
エ
ン
ジ
ン
の
構
想
図
を
描
き
上

げ
た
の
で
あ
る
。

翌
朝
、
久
米
は
予
想
通
り
に
、
エ
ン
ジ
ン
の
レ
イ

ア
ウ
ト
図
面
を
持
っ
て
設
計
室
に
入
っ
て
き
た
。
そ

の
図
面
に
は
、
Ｏ
Ｈ
Ｖ
エ
ン
ジ
ン
が
フ
リ
ー
ハ
ン
ド

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
美
し
く
正
確
に
描
か
れ

て
い
た
。
稲
垣
も
自
分
の
構
想
図
を
提
示
し
た
。

�
お
互
い
の
図
面
を
比
較
検
討
す
る
中
で
、
多
く

の
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。
結
局
、
久
米
さ
ん
が
�
軽

量
シ
ョ
ー
ト
プ
ッ
シ
ュ
ロ
ッ
ド
構
造
は
な
か
な
か
面

白
い
案
じ
ゃ
な
い
か
	
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
私
の
案

が
採
用
と
な
っ
た
ん
で
す
�（
稲
垣
）。

発
展
途
上
国
の

使
い
勝
手
を
徹
底
追
求

エ
ン
ジ
ン
の
基
本
構
想
が
ま
と
ま
り
、
一
九
七
四

年
三
月
、
開
発
チ
ー
ム
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
。
開

発
期
間
を
約
一
年
間
と
定
め
、発
展
途
上
国
向
け
に
、

各
国
で
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
生
産
も
可
能
な
専
用
モ
デ
ル

の
開
発
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

開
発
要
件
は
、

�
燃
費
・
耐
久
性
に
優
れ
た
四
サ
イ
ク
ル
Ｏ
Ｈ
Ｖ
エ

ン
ジ
ン
を
搭
載
す
る
こ
と

�
エ
ン
ジ
ン
排
気
量
は
一
一
〇
�
、
一
二
五
�
の
二

種
類
と
し
、
シ
リ
ン
ダ
ー
配
置
は
直
立
と
す
る
こ

と

�
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
で
夢
の
あ
る
外
観
デ
ザ
イ
ン
で
あ

る
こ
と

�
実
用
的
な
使
い
勝
手
を
十
分
に
踏
ま
え
た
設
計
と

し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
容
易
で
あ
る
こ
と

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

�
エ
ン
ジ
ン
を
直
立
Ｏ
Ｈ
Ｖ
形
式
と
し
た
の
は
、

Ｓ
一
一
〇
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
て
、
ホ
ン
ダ
の
二

輪
車
の
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
再
構
築
し
た
か

っ
た
か
ら
で
す
。
当
時
の
発
展
途
上
国
の
人
た
ち
に

と
っ
て
、
二
輪
車
を
購
入
す
る
こ
と
は
一
種
の
ス
テ

ー
タ
ス
で
あ
り
、
夢
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
お
金

を
蓄
え
て
、よ
う
や
く
手
に
入
れ
た
二
輪
車
だ
か
ら
、

長
持
ち
し
て
ほ
し
い
わ
け
で
す
よ
ね
�（
稲
垣
）。

加
え
て
、
こ
の
Ｏ
Ｈ
Ｖ
エ
ン
ジ
ン
で
は
、
高
性
能

化
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
し
や
す
さ
を
狙
っ
た
軽
量
シ

ョ
ー
ト
プ
ッ
シ
ュ
ロ
ッ
ド
の
採
用
、
Ｏ
Ｈ
Ｃ
エ
ン
ジ

ン
の
加
工
ラ
イ
ン
と
の
共
用
化
に
よ
る
生
産
性
向
上

な
ど
も
図
ら
れ
た
。

フ
レ
ー
ム
ボ
デ
ィ
ー
も
、
熊
本
製
作
所
で
の
大
量

生
産
に
適
し
た
鋼
板
プ
レ
ス
仕
様
と
、
各
国
で
の
ノ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
生
産
向
け
の
パ
イ
プ
仕
様
の
二
種
類
を

開
発
し
た
。
パ
イ
プ
仕
様
は
大
型
プ
レ
ス
・
大
型
金

型
を
必
要
と
せ
ず
、
最
少
の
投
資
で
生
産
が
可
能
で

あ
り
、�
小
さ
く
産
ん
で
大
き
く
育
て
る
	と
い
う
、

海
外
で
の
工
場
立
ち
上
げ
の
原
則
に
も
か
な
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
レ
ー
ム
に
は
二
か

ら
四
人
乗
り
に
も
耐
え
ら
れ
る
補
強
を
行
っ
た
。

ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
は
フ
ラ
ッ
ト
な
形
状
と
し
て
、

二
種
類
を
開
発
。
上
面
の
多
様
な
使
い
方
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
各
国
で
の
拡
販
に
寄

与
で
き
る
よ
う
、
色
や
ス
ト
ラ
イ
プ
に
つ
い
て
も
幾

種
類
か
を
企
画
段
階
か
ら
準
備
し
た
。
ま
た
、
シ
ー

ト
も
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
と
、
過
積
載
に
も
耐
え
ら
れ
る

キ
ャ
リ
ア
付
シ
ン
グ
ル
シ
ー
ト
を
同
時
開
発
し
た
。

エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
エ
レ
メ
ン
ト
は
洗
っ
て
再
使
用

で
き
る
発
泡
ウ
レ
タ
ン
製
と
し
、
ホ
ン
ダ
初
の
二
重

エ
レ
メ
ン
ト
構
造
を
採
用
し
た
。
外
筒
は
メ
ッ
シ
ュ

を
荒
く
し
て
一
次
ろ
過
機
能
を
持
た
せ
、
内
筒
は
二

〇
ミ
ク
ロ
ン
以
上
の
ほ
こ
り
を
完
全
に
清
浄
し
、
さ

ら
に
二
〇
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の
ほ
こ
り
も
エ
レ
メ
ン
ト

に
含
浸
さ
せ
た
オ
イ
ル
で
完
全
に
除
去
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
エ
ン
ジ
ン
寿
命
が
延
び
、

エ
ン
ジ
ン
の
信
頼
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

そ
の
他
に
も
発
展
途
上
国
の
使
い
勝
手
を
考
慮

し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
、
耐
久
性
、
生
産
性
な

ど
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
新
機
構
・
仕
様
・
製
造
方

案
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

現
地
適
合
性
に
自
信

一
九
七
四
年
十
二
月
に
タ
イ
で
行
わ
れ
た
現
地
で

の
Ｓ
・
Ｅ
・
Ｄ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
会
議
と
試
乗
会
で

は
、
各
国
代
表
者
か
ら
の
好
評
を
得
た
。
翌
日
、
販

売
店
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
組
み
付
け
性
の
確
認
を
行

っ
た
。
事
前
説
明
を
一
切
せ
ず
に
、
現
地
の
サ
ー
ビ

ス
マ
ン
に
分
解
・
再
組
み
立
て
・
完
成
検
査
を
行
っ

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
Ｏ
Ｈ
Ｖ
新
機
構
を
含
む
シ
リ

ン
ダ
ー
か
ら
上
部
の
再
組
み
立
て
を
、
二
十
分
ほ
ど

で
見
事
に
完
了
。
エ
ン
ジ
ン
も
一
発
で
始
動
し
た
。

走
行
テ
ス
ト
は
、
日
本
か
ら
計
測
器
を
タ
イ
に
持

ち
込
ん
で
行
っ
た
。
完
成
間
近
の
ア
ジ
ア
ハ
イ
ウ
ェ

イ
で
、
高
速
酷
暑
走
行
・
測
温
を
実
施
。
バ
ン
コ
ク

市
内
で
の
過
積
載
走
行
、
現
地
の
ガ
ソ
リ
ン
を
使
っ

て
の
ノ
ッ
キ
ン
グ
テ
ス
ト
、
炎
天
下
で
の
ほ
こ
り
を

立
て
て
の
テ
ス
ト
走
行
な
ど
、

�
想
定
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
テ
ス
ト
走
行

を
繰
り
返
し
、
現
地
適
合
性
へ
の
自
信
を
深
め
て
い

っ
た
�（
稲
垣
）。

こ
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
Ｃ
Ｇ
一
一
〇
・
一
二

五
は
、
一
九
七
五
年
三
月
、
ま
ず
タ
イ
市
場
に
投
入

ＯＨＣのカムチェーン室に相当する部分にギア
駆動でＩＮ、ＥＸ共用一山カムシャフト構造を
特長とする軽量ショートプッシュロッドのＯＨ
Ｖエンジン

カムギア

軽量プッシュロッド

タイミングギア

ＩＮ、ＥＸ共用の
一山カムシャフト

ロッカーアーム

カムフォロアー
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さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ベ
ル
ギ
ー
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ

一
九
七
四
年
三
月
、
ベ
ル
ギ
ー
・
ホ
ン
ダ
駐
在
か

ら
帰
国
し
て
間
も
な
い
深
津
賢
輔
（
当
時
、
Ｋ
Ｄ
技

術
室
業
務
二
課
長
）は
、ブ
ラ
ジ
ル
の
二
輪
車
工
場
建

設
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

�
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
送
っ
た
引
越
し
荷
物
が
ま
だ
日

本
に
届
い
て
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
当
時
、
室
長
だ

っ
た
鈴
木

宏
さ
ん
（
後
に
ブ
ラ
ジ
ル
・
ホ
ン
ダ
社

長
）
か
ら
、�
す
ぐ
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
行
け
	
と
言
わ

れ
た
ん
で
す
よ
�（
深
津
）。

当
時
、
外
国
部
長
だ
っ
た
吉
澤
幸
一
郎
は
言
う
。

�
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら

七
〇
年
代
を
通
し
て
、
ず
っ
と
高
度
成
長
が
続
い
て

い
て
、
い
わ
ゆ
る
発
展
途
上
国
の
中
の
希
望
の
星
み

た
い
に
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
現
地
の
駐

在
員
か
ら
、
二
輪
車
の
将
来
の
成
長
性
は
非
常
に
高

い
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。だ
か
ら
、少
々

無
理
を
し
て
で
も
、
将
来
を
考
え
て
、
中
南
米
で
は

ブ
ラ
ジ
ル
に
生
産
拠
点
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
�。

一
九
七
〇
年
代
初
頭
、
ホ
ン
ダ
で
は
、
海
外
で
の

二
輪
車
生
産
拠
点
を
拡
大
す
べ
く
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。
深
津
が
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
帰
国
し
た
一
九
七

四
年
に
は
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
市
場
を
見
定
め

て
、�
需
要
の
あ
る
所
で
生
産
す
る
	
と
い
う
ホ
ン

ダ
の
ポ
リ
シ
ー
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
本

格
的
に
始
ま
っ
て
い
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
他
に
も
、
イ

タ
リ
ア
、
イ
ラ
ン
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
、
多
く
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
の
ホ
ン
ダ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
一
九
七
一

年
十
一
月
に
ホ
ン
ダ
・
モ
ト
ー
ル
・
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル

を
設
立
し
、二
輪
車
の
輸
入
・
販
売
を
行
っ
て
お
り
、

初
代
支
配
人
と
し
て
飯
田

治
が
赴
任
し
て
い
た
。

飯
田
は
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
が
外
貨
不
足
を
理
由
に
、

完
成
車
の
輸
入
禁
止
を
迫
っ
て
く
る
と
い
う
懸
念
か

ら
、
二
輪
車
の
生
産
工
場
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て

い
た
。
川
島
喜
八
郎
（
当
時
、
副
社
長
）
と
吉
澤
の

承
認
を
取
り
付
け
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
近
郊
の
ス
マ
レ

に
、
百
万
ド
ル
で
四
十
五
万
坪
の
土
地
を
取
得
し
た

の
で
あ
る
。

一
九
七
四
年
四
月
ブ
ラ
ジ
ル
工
場
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
発
足
し
、
深
津
は
事
務
局
長
と
し
て
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
と
東
京
を
往
復
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
工
場

の
建
設
に
当
た
っ
て
、
吉
澤
は
、

�
ベ
ル
ギ
ー
で
の
苦
い
経
験
か
ら
、
最
初
は
小
さ

い
工
場
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
深
津
さ
ん
た
ち

に
話
し
ま
し
た
�

と
言
う
。

飯
田
と
深
津
は
、
ス
マ
レ
の
土
地
に
工
場
を
建
設

す
べ
く
政
府
と
の
交
渉
を
持
っ
た
が
、
部
品
の
現
地

調
達
率
（
以
降
、
現
調
率
）
や
投
資
額
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
厳
し
い
条
件
が
課
せ
ら
れ
た
。
こ
の
地
区

は
既
に
工
業
区
域
と
し
て
機
能
し
て
い
た
た
め
、
競

合
相
手
の
進
出
は
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

結
局
、
ス
マ
レ
で
の
工
場
建
設
は
一
九
七
五
年
初
頭

に
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
土
地
に
は
、
取
得
か
ら
二
十
余
年

後
の
一
九
九
七
年
九
月
、
二
輪
事
業
で
得
た
利
益
を

現
地
に
再
投
資
す
る
こ
と
に
よ
り
、
四
輪
車
の
生
産

工
場
が
完
成
。
シ
ビ
ッ
ク
の
生
産
が
開
始
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

マ
ナ
ウ
ス
で
の

工
場
建
設
を
決
断

ス
マ
レ
の
計
画
が
進
行
し
て
い
る
の
と
同
時
期

に
、
マ
ナ
ウ
ス
の
ホ
ン
ダ
製
品
の
イ
ン
ポ
ー
タ
ー
で

あ
る
モ
ト
・
イ
ン
ポ
ル
タ
ド
ー
ラ
社
長
の
ナ
タ
ン
氏

は
、
飯
田
に
マ
ナ
ウ
ス
で
の
工
場
建
設
を
強
く
進
言

し
て
い
た
。
あ
ま
り
の
粘
り
強
さ
に
、
飯
田
と
深
津

は
一
九
七
五
年
の
初
め
に
マ
ナ
ウ
ス
を
訪
れ
た
。
そ

こ
で
は
ナ
タ
ン
氏
の
熱
心
な
説
得
と
、
カ
ン
ペ
イ
ロ

・
マ
ナ
ウ
ス
自
由
貿
易
港
管
理
庁
長
官
か
ら
の

�
こ
こ
を
工
業
化
し
た
い
。
ホ
ン
ダ
が
来
て
く
れ

る
な
ら
大
歓
迎
す
る
�

と
の
強
い
ア
ピ
ー
ル
が
あ
っ
た
。

マ
ナ
ウ
ス
は
自
由
貿
易
港
で
も
あ
っ
た
。
深
津
た

ち
は
現
地
に
入
っ
て
初
め
て
知
っ
た
の
だ
が
、
工
場

進
出
に
対
し
て
は
、
事
業
税
が
十
年
間
無
税
と
い
う

恩
典
が
あ
り
、
現
調
率
の
ス
テ
ッ
プ
も
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
よ
り
ず
っ
と
緩
や
か
で
あ
っ
た
。

�
税
制
の
恩
典
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
マ
ナ
ウ
ス

ま
で
の
部
品
や
完
成
車
の
物
流
の
不
利
を
十
分
補
っ

て
余
り
あ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
現
調
率
の
面
か

ら
見
る
と
、初
期
投
資
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
の
で
、

�
小
さ
く
産
ん
で
大
き
く
育
て
る
	
と
い
う
ホ
ン
ダ

の
ポ
リ
シ
ー
に
も
合
致
す
る
わ
け
で
す
�（
深
津
）。

飯
田
は
マ
ナ
ウ
ス
で
の
工
場
建
設
を
決
断
し
、
深

津
は
役
員
室
の
承
認
を
も
ら
う
た
め
に
東
京
に
飛
ん

だ
。フ

ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
（
実
現
可
能
性

の
調
査
・
分
析
）
を
し
た
後
、
当
時
の
専
務
会
の
承

認
を
得
、
建
設
計
画
申
請
書
を
政
府
に
提
出
し
た
。

大
統
領
の
認
可
が
下
り
る
ま
で
に
は
、
通
常
一
カ
月

か
か
る
と
こ
ろ
を
、
ナ
タ
ン
、
カ
ン
ペ
イ
ロ
両
氏
の

尽
力
に
よ
り
、
非
常
に
短
期
間
で
認
可
が
下
り
た
。

�
彼
ら
は
、
マ
ナ
ウ
ス
を
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う

年
来
の
夢
が
、
ホ
ン
ダ
の
進
出
に
よ
っ
て
実
現
す
る

と
思
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。
彼
ら
は
、
わ
ざ
わ
ざ

ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
大
統
領
府
ま
で
出
掛
け
て
い
っ
て
く

れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
�（
深
津
）。

一
九
七
五
年
九
月
の
認
可
直
後
に
は
、
工
場
の
建
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設
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

初
代
工
場
長
は
三
十
四
歳

ブ
ラ
ジ
ル
の
二
輪
生
産
会
社
は
本
田
技
研
が
六
〇

％
、
モ
ト
・
イ
ン
ポ
ル
タ
ド
ー
ラ
が
四
〇
％
出
資
の

合
弁
会
社
、モ
ト
・
ホ
ン
ダ
・
ダ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア（
Ｈ

Ｄ
Ａ
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
こ
の
初
代
工
場
長
を
務
め
た
加
藤
和
平
は
、
当

時
三
十
四
歳
、
日
本
か
ら
の
駐
在
者
十
余
人
も
、
ほ

と
ん
ど
が
二
十
歳
代
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
現
地
の
建

設
業
者
と
と
も
に
炎
天
下
で
の
作
業
を
行
っ
た
。
大

き
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
ク
レ
ー
ン
が
な
い
中
で
の

設
備
据
え
付
け
は
、
現
地
の
人
の
知
恵
も
借
り
な
が

ら
乗
り
切
っ
た
。
採
用
し
た
従
業
員
の
中
に
は
、
自

分
の
名
前
を
書
く
の
が
や
っ
と
と
い
う
人
も
多
か
っ

た
た
め
、
加
藤
は
作
業
標
準
表
を
全
部
、
絵
で
つ
く

る
よ
う
に
指
示
し
た
。

当
時
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の

ビ
ー
ト
ル
が
生
産
・
販
売
さ
れ
て
い
て
、
四
輪
車
が

普
及
し
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
は
高
速
道
路
網
も
発
達

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
混
合
交
通
に
十
分
対
応
で

き
、
な
お
か
つ
、
現
地
の
人
の
好
み
も
考
慮
し
た
上

で
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
発
展
途
上
国
で
発
売
さ
れ

て
間
も
な
い
Ｃ
Ｇ
一
二
五
が
、
Ｈ
Ｄ
Ａ
の
生
産
機
種

と
し
て
選
ば
れ
た
。

一
九
七
六
年
十
月
、
Ｈ
Ｄ
Ａ
は
Ｃ
Ｇ
一
二
五
の
量

産
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

若
い
駐
在
者
た
ち
の
懸
命
な
努
力
と
、
ア
ソ
シ
エ

イ
ト
た
ち
の
向
上
心
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
ア
ソ
シ
エ

イ
ト
と
の
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
進
み
、
三

現
主
義
な
ど
の
ホ
ン
ダ
の
考
え
方
が
根
付
い
て
い
っ

た
。�

加
藤
さ
ん
た
ち
最
初
の
駐
在
部
隊
は
、
だ
い
ぶ

苦
労
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
Ｈ
Ｄ
Ａ
の
発
展
の

確
固
た
る
基
礎
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
�（
深

津
）。マ

ナ
ウ
ス
の
工
場
の
特
長
は
、
内
作
率
が
高
い
こ

と
で
あ
る
。

�
ブ
ラ
ジ
ル
の
部
品
メ
ー
カ
ー
は
四
輪
主
体
で
あ

り
、
な
お
か
つ
、
部
品
の
生
産
工
場
は
サ
ン
パ
ウ
ロ

に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
マ
ナ
ウ
ス
ま
で
は
約
四
五

〇
〇
�
も
離
れ
て
い
る
と
い
う
地
理
的
な
不
利
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
（
熊
本
製
作
所
）
で

は
内
作
し
て
い
な
い
よ
う
な
部
品
も
、
マ
ナ
ウ
ス
で

は
、
多
く
の
お
取
引
先
の
協
力
を
得
て
、
内
作
を
推

進
し
ま
し
た
�

と
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
研
究
所
の
二
代
目
所
長
を
務
め

た
相
澤
勝
弘
は
言
う
。
こ
の
研
究
所
は
現
地
の
材
料

を
使
っ
て
、
メ
ー
カ
ー
の
製
造
上
の
要
望
を
ダ
イ
レ

ク
ト
に
反
映
し
た
Ｃ
Ｇ
一
二
五
の
図
面
づ
く
り
を
行

う
こ
と
で
、現
調
率
の
達
成
を
大
き
く
加
速
さ
せ
た
。

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
特
有
の
ア
ル
コ
ー
ル
燃
料
車
の
開

発
を
行
う
な
ど
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

高
イ
ン
フ
レ
下
で
の

危
機
を
乗
り
越
え
て

ブ
ラ
ジ
ル
で
の
経
営
は
順
風
満
帆
と
い
う
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
途
中
、
激
し
い
イ
ン
フ
レ
に
見
舞
わ

れ
、一
九
八
六
年
か
ら
翌
一
九
八
七
年
に
か
け
て
は
、

Ｃ
Ｇ
一
二
五
の
販
売
台
数
も
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
。

加
え
て
、
価
格
統
制
令
も
あ
り
、
財
務
的
に
も
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
た
。

�
マ
ナ
ウ
ス
の
工
場
は
、
途
中
で
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
ま
で
、
ひ
そ

か
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
�

と
吉
澤
は
言
う
。
こ
の
時
期
、
本
田
技
研
の
副
社

長
で
あ
っ
た
吉
澤
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
赴
き
、
当
時
、
ブ

ラ
ジ
ル
・
ホ
ン
ダ
の
社
長
を
務
め
て
い
た
深
津
と
と

も
に
大
蔵
大
臣
を
訪
ね
、
価
格
統
制
に
よ
り
モ
ペ
ッ

ト
よ
り
も
安
く
な
っ
た
Ｃ
Ｇ
の
値
上
げ
を
認
め
て
く

れ
る
よ
う
頼
ん
だ
。
交
渉
は
難
航
し
た
が
、
最
後
に

吉
澤
は
、
今
ま
で
ブ
ラ
ジ
ル
で
得
た
利
益
は
一
度
た

り
と
も
日
本
の
ホ
ン
ダ
に
は
配
当
せ
ず
に
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
工
場
に
再
投
資
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
工

場
を
南
米
に
お
け
る
重
要
な
生
産
拠
点
と
し
、
も
っ

と
本
格
的
に
こ
の
工
場
か
ら
輸
出
を
し
た
い
が
た
め

な
の
だ
と
訴
え
た
。

�
こ
の
時
、
大
臣
は
初
め
て
ホ
ン
ダ
の
企
業
姿
勢

を
理
解
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
し
た
。
こ
の
土
地

に
根
付
い
て
企
業
を
育
て
て
い
る
の
だ
と
。
大
臣
は

そ
の
後
、す
ぐ
に
マ
ナ
ウ
ス
の
工
場
を
視
察
さ
れ
て
、

割
合
ス
ム
ー
ズ
に
事
が
運
び
ま
し
た
。こ
れ
は
も
う
、

事
実
の
説
得
力
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。私
は
こ
の
時
、

ホ
ン
ダ
の
考
え
方
の
素
晴
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た

ね
�（
吉
澤
）。

Ｃ
Ｇ
一
二
五
も
幾
度
か
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
、

立
ち
上
り
後
二
十
年
余
を
経
た
現
在
、
九
八
％
の
現

調
率
を
達
成
し
、
九
〇
％
の
シ
ェ
ア
（
ブ
ラ
ジ
ル
国

内
産
車
で
）
を
占
め
る
人
気
モ
デ
ル
に
成
長
。
立
ち

上
が
り
時
は
年
産
一
万
八
千
台
だ
っ
た
が
、
今
や
年

産
二
十
八
万
台
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｇ
一
二
五
の
生
み
の
親
と
も
言
え
る
稲
垣
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
市
場
の
次
な
る
課
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
言
う
。

�
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
自
動
車
文
化
が
浸
透
し
て
い
る

か
ら
、
ク
ル
マ
の
流
れ
が
速
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て

も
威
風
堂
々
と
走
れ
る
よ
う
な
大
型
バ
イ
ク
を
投
入

す
る
こ
と
で
、
ホ
ン
ダ
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
さ

ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
。
一
方
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か

ら
近
隣
諸
国
に
も
輸
出
で
き
る
よ
う
な
、
Ｃ
Ｇ
一
二

五
の
半
分
ぐ
ら
い
の
コ
ス
ト
で
つ
く
れ
る
バ
イ
ク
を

投
入
す
る
こ
と
で
、
底
辺
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
、

次
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
�。
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